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東
京
駅
舎
の
復
元
工
事
は
じ
ま
る

昭
和
62
年
の
夏
、
丸
の
内
一
帯
の
再
開
発
の
一

つ
と
し
て
、
東
京
駅
を
高
層
ビ
ル
に
建
替
え
る

計
画
が
に
わ
か
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
こ

の
動
き
に
対
し
て
、
都
心
の
重
要
な
景
観
の
一
つ

で
あ
り
、
建
築
文
化
遺
産
で
も
あ
る
東
京
駅
舎

を
保
存
し
よ
う
と
い
う
市
民
運
動
が
起
こ
っ
た
。

こ
の「
赤
レ
ン
ガ
の
東
京
駅
を
愛
す
る
市
民
の

会
」
は
、
活
発
な
運
動
を
展
開
し
た
の
ち
、
つ

い
に
駅
舎
は
国
の
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
た
。
さ
ら
に
駅
舎
を
復
元
、
保
存
す
る
計
画

が
固
ま
っ
た
。
い
よ
い
よ
今
年
の
春
か
ら
復
元
工

事
は
は
じ
ま
る
。

行
動
の
中
核
と
な
っ
た「
愛
す
る
市
民
の
会
」

に
は
発
起
人
代
表
と
し
て
、
三
浦
朱
門（
作
家
）、

高
峰
三
枝
子（
女
優
）
が
名
を
列
ね
、
そ
の
他

多
く
の
文
化
人
が
参
加
し
た
。

J
R
東
日
本（
株
）、
東
京
駅
長
、
運
輸
省
、

建
設
省
、
国
土
庁
、
文
化
庁
に
要
望
書
を
提

出
、
丸
の
内
周
辺
の
近
代
建
築
を
中
心
に
し
た

「
歴
史
的
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
、
ま
た
街
頭
で
署
名
を
行
な
う
な

ど
、「愛
す
る
市
民
の
会
」
の
方
々
の
熱
意
は
並
々

な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、明
治
の
は
じ
め
、

丸
の
内
一
帯
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
の
は
三
菱
の

岩
崎
弥
太
郎
で
あ
っ
た
。
辰
野
金
吾
の
設
計
に

よ
り
、
工
期
六
年
半
を
か
け
て
大
正
三
年
竣
工

し
た
。

し
か
し
関
東
大
震
災
に
耐
え
た
東
京
駅
は
、

戦
災
で
不
幸
に
も
美
し
い
ド
ー
ム
を
失
い
、
内

部
の
華
麗
な
装
飾
を
も
失
っ
た
。
そ
れ
で
も
な

お
、
東
京
の
玄
関
口
と
し
て
品
格
を
も
っ
た
姿
は

人
々
を
惹
き
つ
け
て
き
た
。
幾
多
の
人
が
夢
を

抱
い
て
こ
こ
に
降
り
立
ち
、
ま
た
こ
こ
か
ら
巣
立

っ
て
い
っ
た
。
不
安
や
、
悲
し
み
や
、
ま
た
喜
び

と
と
も
に
。
出
会
い
、
別
れ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

特
集
・

東
京
駅

実
っ
た「
赤
レ
ン
ガ
の
東
京
駅
を
愛
す
る
市
民
の
会
」
の
活
動

大正 3年頃の絵葉書から

ミレナリオの夜を迎えた丸の内駅舎
南北の長さは 335 メートル

いまの東京駅丸の内駅舎

編
集　
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ま
ゆ
み

発
行　
谷
根
千
工
房

　
　
　
一
九
八
八
年
三
月
二
〇
日

改
訂　
一
九
九
三
年
二
月
二
〇
日


